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ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
支
部
の
莫
大
な
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
七
二
四
年

に
ア
カ
デ
ミ
ー
が
創
立
さ
れ
る
前
か
ら
、
徐
々
に
、
か
た
ち
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史
的
な
公
文
書
や
写
本
・
文
献
の
収
集

は
、
私
た
ち
の
国
で
は
古
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
ら
の
最
初
の
保
管
場
所
は
、
教
会
や
修
道
院
、
そ
し
て
貴
族

の

―
後
に
は
皇
帝
の
宝
物
庫
で
し
た
（
１
）。
一
八
世
紀
に
は
個
人

に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

や
が
て
彼
ら
の
収
集
物
の
中
に
、
歴
史
や
芸
術
に
関
係
す
る
物

と
並
ん
で
、
東
洋
の
諸
言
語
で
書
か
れ
た
書
物
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
路
に
よ
っ
て
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
と
歴
史
的
運
命
に
よ
り
、
東

洋
と
西
洋
の
間
に
位
置
す
る
国
家
で
す
。
か
つ
て
ロ
シ
ア
民
族

は
、
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
と
活
発
に
交
流
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の

国
家
体
制
と
生
活
習
慣
に
対
す
る
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
の
影

響
は
著
し
い
も
の
で
し
た
。
ロ
シ
ア
人
は
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
、

東
方
へ
段
階
的
に
移
動
し
、
他
民
族
と
接
触
す
る
領
土
を
広
げ

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
・
社
会
的
・

宗
教
的
な
伝
統
が
共
存
し
、
織
り
交
ざ
り
、
徐
々
に
溶
け
合
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
古
代
お
よ
び
中
世
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア

東
洋
学
研
究
所（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）に
よ
る

仏
教
文
献
の
収
集

Ｉ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ワ

佐
藤
裕
子
　
訳



や
北
ア
フ
リ
カ
の
民
族
と
ロ
シ
ア
と
の
交
易
や
政
治
的
関
係
が

作
ら
れ
、
東
洋
諸
国
に
関
す
る
情
報
が
少
し
ず
つ
蓄
積
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
主
に
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
実
際

的
要
求
や
、
宣
教
目
的
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

ロ
シ
ア
と
東
洋
の
関
係
に
お
い
て
質
的
に
新
し
い
段
階
が
始

ま
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
初
頭
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
関
係
諸

国
の
言
語
と
慣
習
を
知
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
「
実
際
的
な
東

洋
学
」
だ
っ
た
の
が
、
人
文
科
学
の
一
基
礎
部
門
と
し
て
の

「
学
術
的
な
東
洋
学
」
が
形
成
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。
ピ
ョ
ー
ト

ル
一
世
の
勅
令
に
よ
り
、
一
七
〇
〇
年
と
一
七
〇
二
年
に
ロ
シ

ア
で
東
洋
諸
語
の
教
育
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
将

来
の
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
生

活
習
慣
や
礼
拝
の
対
象
の
情
報
、
お
よ
び
書
物
の
収
集
が
盛
ん

に
な
り
始
め
ま
し
た
。

一
六
九
七
│
一
六
九
九
年
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
「
大
使

節
団
」
と
と
も
に
旅
し
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
、
積
極
的
な
収

集
活
動
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
の
書
物
を
含
む
多
大
な

収
穫
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
厖
大
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
保
管
す
る
た
め
、
一
七
一
四
年
に
図
書
館
と
博
物

館
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
帝
室
図
書
館
の
基
礎
を
な
し
た

の
が
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
皇
帝
の
蔵
書
お
よ
び
医

務
庁
の
書
籍
と
写
本
で
し
た
。
一
七
二
四
年
に
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
図
書
館
と
博
物
館
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー

の
所
轄
に
な
り
ま
し
た
（
２
）。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
蔵
書
は
、
常
に
補
充
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
３
）。

仏
教
的
内
容
を
も
つ
最
初
の
写
本
と
書
物
が
ロ
シ
ア
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
登
場
し
た
の
は
、
一
七
二
〇
年
代
で
す
。
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
七
〇
五
―
一
七
八
三
）
と

ペ
ー
タ
ー
・
シ
モ
ン
・
パ
ラ
ス
（
一
七
四
一
―
一
八
一
一
）
が
収
集

し
た
、
チ
ベ
ッ
ト
の
書
物
や
、
当
時
の
呼
び
名
で
タ
ン
グ
ー
ト

（
西
夏
）
の
書
、
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
の
書
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
の
案
内
書
初
版
の
編
者
で
あ
っ
た
Ｉ
・
Ｇ
・
バ
ク

メ
イ
ス
テ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
図
書
館
に
は
、

金
や
銀
、
そ
し
て
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
お
び
た
だ
し
い
量
の
西

夏
や
モ
ン
ゴ
ル
の
文
字
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
言
語
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
彼
ら
に
関
す
る
そ
の
後
の
情

報
を
得
ら
れ
な
い
で
い
る
…
…
。
記
さ
れ
た
文
字
の
多
く
が
、

発
見
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
か
ら
一
七
二
〇
年
に
送
ら
れ
て
き
た
。
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ア
ブ
ラ
イ
・
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
イ
ル
ト
ゥ
イ
シ
川
岸
に
建
て
ら

れ
、
そ
し
て
彼
を
側
近
と
と
も
に
国
か
ら
追
放
し
た
彼
の
兄
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
古
代
寺
院
ア
ブ
ラ
イ
ン
キ
イ
デ
（
ア
ブ
ラ

イ
・
ハ
ー
ン
の
名
を
つ
け
た
寺
院
）
で
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
」

（
４
）
　。

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
に
入
っ
た
チ
ベ
ッ

ト
語
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
語
の
書
物
の
大
部
分
が
、
仏
教
的
な
内

容
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
居
住
区

域
で
最
も
広
ま
っ
て
い
る
の
は
仏
教
文
献
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
入
手
し
や
す
か
っ
た
こ
と
で
説
明
さ
れ
ま
す
（
５
）。

一
七
三
〇
年
、
ロ
レ
ン
ツ
・
ラ
ン
グ
が
入
手
し
た
中
国
か
ら

の
初
め
て
の
書
物
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
に
納
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
の
中
国
語
お
よ
び
満
洲
語
の

書
籍
は
一
貫
し
て
拡
充
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
辞
書
、
儒
教

の
古
典
的
作
品
、
歴
史
、
地
理
や
自
然
科
学
の
内
容
の
作
品
で

す
。
そ
れ
か
ら
同
様
に
、
宣
教
師
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち

の
著
作
も
あ
り
ま
し
た
。
極
東
の
仏
教
に
関
す
る
最
初
の
資
料

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
に
登
場
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聖

職
者
た
ち
の
著
述
の
中
な
の
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
仏
教
の

考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
宣
教
師
と
し
て
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

一
七
六
六
年
の
Ａ
・
Ｉ
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
に
よ
る
目
録
「
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
所
蔵
の
中
国
と
満
洲
の
書
籍
に
関
す
る

目
録
。
ア
レ
ク
セ
イ
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
外
務
省
書
記
官
収
集
に

よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（
６
）
　
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
語
・
満
洲
語
書
籍

二
三
五
冊
の
中
で
、
仏
教
関
係
の
書
物
は
以
下
の
も
の
だ
け
で

す
。『
41：

満
洲
語
で
書
か
れ
た
仏
教
僧
の
ダ
ル
マ
（
法
）
に
基

づ
く
徳
行
と
悪
行
へ
の
広
報
（
四
冊
の
冊
子
）』
と
『
130：

自
身
の

神
か
ら
戒
律
を
受
け
る
た
め
の
西
方
辺
境
へ
の
仏
教
の
高
僧
の

旅
。
中
国
語
で
西
域
記
と
名
付
け
ら
れ
る
（
二
巻
本
）』
（
７
）。

一
八
一
八
年
に
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
前
身
で
あ
る
）

「
ア
ジ
ア
博
物
館
」
が
組
織
さ
れ
た
後
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
東

洋
諸
語
の
書
籍
を
、
こ
こ
に
移
転
し
、
そ
の
後
は
こ
こ
へ
ア
ジ

ア
か
ら
の
書
籍
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
博
物
館
に
送
ら
れ
て
く
る
も
の
は
、
詳
細
な
説
明
が
付

い
て
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
書
籍
に
は
以

前
の
持
ち
主
や
収
集
家
の
印
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
各

作
品
が
た
ど
っ
て
き
た
運
命
を
調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
よ

う
に
思
え
ま
す
。
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一
八
―
一
九
世
紀
初
頭
に
最
初
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は

何
だ
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
保
管
さ
れ
て
い
る
各
書
物
の
記

録
や
資
料
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
東
洋
諸
国
に
関
す
る
全
般
的
な

知
識
を
与
え
て
く
れ
る
辞
書
や
、
文
法
、
歴
史
、
地
理
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
著
作
だ
っ
た
と
結
論
で
き
ま
す
。
ア
ジ
ア

博
物
館
は
、
こ
の
目
的
に
向
か
っ
て
収
集
に
携
わ
る
研
究
者
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
な
が
ら
、
研
究
対
象
と
し
て
の
文
字
資
料
の

整
理
を
始
め
た
の
で
す
。

ア
ジ
ア
博
物
館
に
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
中
国
語
、
モ

ン
ゴ
ル
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
仏
教
文
献
と
写
本
は
、
Ｐ
・
Ｌ
・

シ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
カ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
七
八
六
―
一
八
三

七
）
の
二
つ
の
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
成
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
収
集
品
が
も
つ
重
大
な
意
義
は
、
す
ぐ
さ
ま
ロ
シ
ア
の
学
者

た
ち
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
四
一
年
に
ア
ジ
ア
博

物
館
付
属
図
書
館
の
中
国
部
門
の
目
録
を
作
成
し
た
マ
リ
イ
・

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ブ
ロ
ッ
セ
（
一
八
〇
二
―
一
八
八
〇
）
の
報
告

書
に
は
、
こ
う
あ
り
ま
す
。「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ア
カ

デ
ミ
ー
の
中
国
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は
何

も
な
か
っ
た
。
学
術
団
体
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
個
人
の
資
力

の
限
界
を
越
え
て
、
そ
の
収
蔵
物
を
限
り
な
く
増
や
す
た
め
に

有
利
だ
か
ら
な
の
だ
が
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
三
六
年
と

一
八
三
八
年
、
ま
る
で
何
か
の
魔
法
に
よ
る
か
の
よ
う
に
、
中

国
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
突
然
、
前
代
未
聞
の
豊
か
な
段
階
に
躍
り

出
た
。
そ
の
た
め
現
在
は
、
パ
リ
王
立
図
書
館

―
こ
こ
は
、

新
た
な
管
理
者
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
ジ
ュ
リ
エ
ン
が
集
め
た
書
籍

に
よ
っ
て
所
蔵
品
が
著
し
く
増
加
し
た

―
を
除
い
て
、
我
々

の
図
書
館
は
疑
い
も
な
く
、
こ
の
種
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
図

書
館
す
べ
て
を
凌
い
で
い
る
と
い
え
る
」

　
（
８
）。

Ｐ
・
Ｌ
・
シ
リ
ン
グ
の
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
部
分
的
目
録

が
、
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
東
洋
学

古
文
書
室
に
あ
る
「
シ
リ
ン
グ
蔵
書
」
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
、
中
国
で
書
籍
を
購
入
し
た
シ
リ
ン

グ
の
特
派
員
た
ち
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
（
９
）。
Ｐ
・

Ｌ
・
シ
リ
ン
グ
と
協
力
者
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
は
、
こ
れ

が
素
晴
ら
し
く
系
統
だ
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
総
計
二
〇
〇
〇
冊
以
上
の
東
洋
の

書
籍
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
コ
レ
ク
シ
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ョ
ン
に
も
見
ら
れ
な
い
書
物
の
唯
一
の
版
も
あ
り
ま
し
た
（
10
）
。

Ｐ
・
Ｌ
・
シ
リ
ン
グ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
補
充
の
多
く
は
、

北
京
の
ロ
シ
ア
正
教
宣
教
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
シ
リ
ン
グ

に
収
集
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
Ｐ
・
Ｌ
・
カ
メ
ン
ス
キ
ー
、
Ｎ
・

Ｉ
・
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
、
Ｚ
・
Ｆ
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
ス
キ

ー
（
一
七
九
九
―
一
八
七
四
）
、
Ｄ
・
Ｓ
・
チ
ェ
ス
ヌ
ィ
、
Ｍ
・

Ｄ
・
シ
パ
コ
フ
等
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
リ
ン
グ
の
収

集
に
は
、
中
国
語
、
満
洲
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の

辞
書
、
百
科
事
典
、
儒
教
の
古
典
、
歴
史
、
地
理
、
哲
学
、
数

学
、
天
文
学
、
自
然
科
学
や
医
学
に
関
す
る
書
籍
が
あ
り
、
地

図
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
の
神
学
的
業
績
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
八
六
点
を
数
え
ま
し
た
（
11
）
。

Ｐ
・
Ｌ
・
シ
リ
ン
グ
は
一
八
三
〇
年
、
彼
の
第
一
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
国
家
に
譲
渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
大
学
に
東
洋
諸
語
学
部
の
設
立
が
計
画
さ
れ
て
い
た
頃

で
し
た
。
も
っ
と
も
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
書
籍

は
大
学
の
図
書
館
に
は
納
め
ら
れ
ず
、
一
八
三
六
年
に
皇
帝
ニ

コ
ラ
イ
一
世
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
博
物
館
へ
渡
さ
れ
た
の
で
す
が
。

シ
リ
ン
グ
は
、
一
八
三
一
―
一
八
三
二
年
の
シ
ベ
リ
ア
調
査
の

直
前
で
し
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
蔵
書
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

し
い
補
充
の
た
め
の
資
金
を
得
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
後
、
シ
リ
ン
グ
の
第
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
同

様
に
ア
ジ
ア
博
物
館
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
第
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
る
か
に
凌
ぐ
分
量
で
、
四
八

〇
〇
巻
以
上
あ
り
ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
を
作
成
し

た
の
は
Ｙ
・
Ｉ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
Ｎ
・
Ｙ
・
ビ
チ
ュ
リ
ン
で
す
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
部
門
を
担
当
し
、
ビ
チ

ュ
リ
ン
は
中
国
語
、
満
洲
語
、
日
本
語
と
韓
国
語
の
作
品
を
担

当
し
ま
し
た
（
12
）
。

ア
ジ
ア
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
三
五
年
、
ロ
ン
ド

ン
で
、
Ｄ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
九
五
点
の
イ
ン
ド
写
本
が
加
わ

り
補
充
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
八
世
紀
後

期
に
北
イ
ン
ド
各
所
で
見
事
に
製
作
さ
れ
精
査
さ
れ
た
写
本
の

う
ち
、
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
含

ん
で
い
ま
し
た
（
13
）
。
Ｖ
・
Ｐ
・
ワ
シ
リ
エ
フ
（
一
八
一
九
―
一
九
〇

〇
）
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
北
京
で
収
集
し
た
、
主
に
仏
教
的
内

容
を
も
つ
中
国
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
写
本
や
版

本
を
譲
渡
し
ま
し
た
（
14
）
。
特
に
彼
か
ら
は
、
一
一
―
一
二
世
紀
の
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古
い
ネ
パ
ー
ル
の
書
体
で
一
九
世
紀
に
書
写
さ
れ
た
『
法
華
経
』

が
納
め
ら
れ
た
の
で
す
（
15
）
。

一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
中
国
語
の
仏
教
書
や
写
本
が
ア
ジ
ア

博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
し

た
。
一
九
二
〇
年
こ
ろ
、
Ｖ
・
Ａ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。「
仏
教
文
献
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る

（
中
国
の
＝
ポ
ポ
ワ
注
）
蔵
書
全
体
と
同
じ
運
命
を
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
た
め
、
明
の
規
範
に
の
っ
と
っ

た
優
美
な
出
版
物
を
所
有
し
な
が
ら
も
、
古
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
全
体
と
し
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
よ

う
や
く
博
物
館
は
、
完
全
な
規
範
と
、
日
本
の
出
版
社
で
発
行

さ
れ
た
見
事
な
書
物
に
よ
り
莫
大
な
補
充
を
得
た
。
大
衆
的
な

仏
教
は
、
普
陀
山
の
僧
院
の
出
版
お
よ
び
街
頭
商
人
た
ち
の
本
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
」

（
16
）
。
ア
レ
ク
セ
ー

エ
フ
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
『
大
日
本
校
訂
訓
点
大
蔵
経
』
は
、

一
九
一
〇
年
代
の
日
本
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
何
冊
か
の
仏
教

辞
書
・
仏
教
関
連
書
と
と
も
に
Ｏ
・
Ｏ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
博
物
館
の
た
め
に
入
手
さ
れ
ま
し
た
（
17
）
。

ド
ル
ジ
・
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
目
録
に
よ
る
と
、
一
八
四
八
年
の

時
点
で
ア
ジ
ア
博
物
館
に
は
八
三
点
の
満
洲
語
書
籍
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
一
〇
冊
が
仏
教
に
関
す
る
も
の
で
し
た
（
18
）
。

一
九
世
紀
を
通
じ
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
、
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
成
熟
を
続
け
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
と

外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
方
針
に
従
っ
て
、
個
人
に
よ
る
、
そ
し
て

逝
去
し
た
東
洋
学
者
の
相
続
人
に
よ
る
自
発
的
な
寄
贈
が
推
進

さ
れ
た
結
果
で
す
。
ま
た
、
筆
写
し
た
書
物
の
交
換
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
博
物
館
の
図
書
室
を
何
度
も
利
用
し
た
フ
ラ

ン
ス
の
中
国
学
者
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
ジ
ュ
リ
エ
ン
（
一
八
四
五
年

か
ら
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
準
会
員
）
は
、
筆
写
し
た
本
の
交

換
に
よ
っ
て
、
こ
の
図
書
室
を
中
国
資
料
で
補
充
し
た
の
で
す
（
19
）
。

と
り
わ
け
彼
か
ら
は
、『
佛
祖
綱
目
』
の
不
完
全
な
写
本
が
納
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
伝

統
を
、
も
う
一
人
の
卓
越
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
ポ
ー
ル
･
ペ

リ
オ
（
一
八
七
八
―
一
九
四
五
）
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

一
八
五
五
―
一
八
五
七
年
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
博
物
館
に
、
カ
ザ

ン
宣
教
団
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
部
分

が
仏
教
文
献
で
し
た
（
20
）
。
一
八
六
四
年
に
は
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局

か
ら
莫
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。



一
八
八
〇
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
博
物
館
に
、
現
在
の
中
華
人
民

共
和
国
の
新
疆
か
ら
資
料
が
入
り
始
め
ま
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
、
サ
カ
語
、
ト
カ
ラ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語

で
書
か
れ
た
第
一
千
年
紀
（
西
暦
一
年
〜
一
〇
〇
〇
年
）
の
写
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｎ
・
Ｆ
・
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
、

Ｎ
・
Ｎ
・
ク
ロ
ト
コ
フ
、
Ａ
・
Ａ
・
デ
ィ
ヤ
コ
フ
、
Ｖ
・
Ｉ
・

ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
、
Ｉ
・
Ｐ
・
ラ
ヴ
ロ
フ
と
い
っ
た
、
ロ
シ
ア

の
学
者
や
外
交
官
た
ち
に
よ
り
収
集
さ
れ
ま
し
た
（
21
）
。
こ
う
し
た

写
本
は
、
仏
教
文
献
や
経
典
の
断
簡
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
ア

ジ
ア
博
物
館
の
中
央
ア
ジ
ア
蔵
書
館
で
も
あ
っ
た
現
・
東
洋
学

研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
に
収
納
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
〇
二
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
に
は
、
Ｇ
・
Ｔ
・
ツ
ィ
ビ
コ

フ
が
、
ア
ン
ボ
僧
院
お
よ
び
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
ク
ン
ブ
ム
、
ク

ン
デ
リ
ン
、
カ
ン
デ
ン
そ
の
他
の
町
に
滞
在
中
に
集
め
た
最
も

価
値
の
高
い
チ
ベ
ッ
ト
書
籍
（
三
三
三
巻
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

加
わ
り
ま
し
た
。
ま
も
な
く
、
ク
ン
ブ
ム
と
ラ
ブ
ラ
ン
か
ら
、

同
じ
く
ら
い
貴
重
な
Ｂ
・
バ
ラ
ジ
イ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
届

き
ま
し
た
（
22
）
。
一
九
〇
七
年
に
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
仏
教
説
話

や
、（
中
国
・
唐
代
の
＝
訳
注
）
『
南
海
寄
歸
傳
』
な
ど
の
Ｐ
・

Ａ
・
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス
キ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ア
ジ
ア
博
物

館
に
入
り
ま
し
た
。
一
九
一
〇
年
、
Ａ
・
ゴ
シ
ュ
ケ
ヴ
ィ
チ
の

書
籍
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
入
り
し
た
の
が
、『

補
諸
宗

佛
像
圖
彙
』
と
『
淨
土
宗
回
向
文
和
訓
圖
會
』
で
す
。
Ｎ
・

Ｐ
・
ザ
ブ
ー
ギ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
一
九
一
一
年

に
ア
ジ
ア
博
物
館
に
入
っ
た
の
が
、
写
本
『
正
法
山
の
六
祖
伝
』

（
正
法
山
六
祖
傳
）
で
し
た
。

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
収
集
活
動
の
新
し
い
段
階
は
、
一
九
世

紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
中
国
や
中
央
ア
ジ
ア
へ

の
ロ
シ
ア
の
学
者
の
活
発
な
探
検
活
動
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

Ｖ
・
Ｉ
・
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
Ｐ
・
Ｋ
・
コ
ズ
ロ
フ
に
よ
る
ト

ル
フ
ァ
ン
へ
の
遠
征
（
一
八
九
三
―
一
八
九
五
年
）
で
は
、
ウ
イ
グ

ル
お
よ
び
シ
リ
ア
の
古
代
の
物
品
と
東
洋
の
写
本
断
片
を
入
手

し
、
こ
れ
は
Ａ
・
Ｏ
・
イ
ワ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
ク
（
一
八
六
三
―
一
九
三
四
）
が
研
究
対
象
と
し
ま
し
た
（
23
）
。

こ
れ
ら
も
ア
ジ
ア
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
の
で
す
。
一
八
九
九

年
に
、
ロ
シ
ア
皇
帝
の
庇
護
の
も
と
「
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究

ロ
シ
ア
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
の
課
題
は
、

ロ
シ
ア
人
と
外
国
人
に
よ
る
探
検
の
組
織
化
と
支
援
で
し
た
。
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こ
の
委
員
会
の
委
員
長
と
な
っ
た
の
が
Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ
で

あ
り
、
副
委
員
長
が
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
で
し
た
。

委
員
会
に
よ
っ
て
「
第
一
次
ロ
シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
遠
征
」

の
準
備
に
関
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
時
点
で
、
現
在
の
新
疆
地

域
を
以
前
訪
れ
た
探
検
隊
か
ら
の
報
告
書
は
何
も
刊
行
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で

は
、「
計
画
的
な
作
業
を
一
体
ど
こ
で
行
う
の
か
」
と
い
う
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の
で
す
。
探
検
隊
は
、
一
九

一
〇
年
八
月
二
二
日
に
、
カ
ラ
シ
ャ
ル
地
方
の
シ
ク
シ
ン
で
作

業
に
取
り
か
か
り
、
そ
こ
で
仏
教
僧
院
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
ま

し
た
。
発
掘
作
業
は
さ
ら
に
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ク
チ
ャ
で
も
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
、
一
〇
カ
所
ほ
ど
の
地
上
お
よ
び
洞
窟
の
仏

教
寺
院
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
探
検
隊
が
持
ち
帰
っ
た
資
料
は

最
初
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に

送
ら
れ
、
第
一
次
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
三
一
―
一

九
三
二
年
に
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
引
き
渡
さ
れ
、
こ
こ
で
一

九
三
五
年
に
資
料
の
一
部
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
か
ら
は

約
一
〇
〇
点
の
写
本
が
見
つ
か
り
、
こ
れ
ら
は
ア
ジ
ア
博
物
館

に
入
り
ま
し
た
。

一
九
一
〇
年
に
Ｓ
・
Ｅ
・
マ
ロ
フ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
ア

ジ
ア
博
物
館
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
、
ま
た
と
な
く
貴
重
な
ウ

イ
グ
ル
語
写
本
『
金
光
明
経
』
で
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
出
版

さ
れ
、
そ
の
一
部
は
Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
に

翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
一
一
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館
入
り
を
し
た
の
が
、
一
九
〇

七
―
一
九
〇
九
年
に
ゴ
ビ
砂
漠
で
西
夏
の
死
の
町
カ
ラ
ホ
ト
を

発
見
し
た
Ｐ
・
Ｋ
・
コ
ズ
ロ
フ
（
一
八
六
三
―
一
九
三
五
）
の
探
検

に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
基
本

的
に
タ
ン
グ
ー
ト
人
の
死
語
（
西
夏
語
）
で
書
か
れ
た
資
料
か
ら

な
り
、
同
時
に
中
国
語
の
文
献
も
多
く
含
ん
で
お
り
ま
し
た
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
西
夏
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

現
在
約
六
〇
〇
〇
の
写
本
と
版
本
を
数
え
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

経
典
、
論
書
、
戒
律
と
い
っ
た
仏
教
文
献
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
多
数
が
、
中
国
語
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
の
翻
訳
で

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
西
夏
語
の
仏
教
作
品
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の

手
本
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
史
実
を
扱
っ
て
い
る

道
徳
談
で
す
（
24
）
。
カ
ラ
ホ
ト
出
土
の
中
国
語
資
料
の
中
に
、
二
八

三
の
仏
教
文
献
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
簡
潔
で
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わ
か
り
や
す
く
教
義
の
基
本
を
述
べ
て
い
る
小
経
典
で
す
（
25
）
。
そ

の
他
の
経
典
は
数
が
少
な
く
、
三
一
点
で
あ
り
、
そ
の
中
に
一

五
点
の
『
法
華
経
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
九
点
は
印
刷

物
と
し
て
一
一
四
六
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
六
点
は

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
写
本
の
断
片
で
す
。
こ
の
中
で
も
最
も
初

期
の
も
の
は
七
世
紀
後
半
の
写
本
で
あ
り
、
一
点
は
一
一
世
紀

末
、
二
点
は
一
四
世
紀
中
期
の
も
の
で
す
（
26
）
。

Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
「
第
二
次
ロ
シ
ア
･
ト
ル
キ

ス
タ
ン
遠
征
」（
一
九
一
四
―
一
九
一
五
年
）
の
成
果
は
、
敦
煌
千

仏
洞
か
ら
得
た
九
―
一
一
世
紀
の
写
本
と
断
片
に
よ
る
有
名
な

「
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
こ
れ
は
、
最
小
の
断
片
を
含
め

る
と
約
一
万
九
千
点
に
も
な
り
ま
す
。
約
四
〇
〇
点
の
完
全
な

巻
物
は
、
こ
の
地
域
の
住
民
か
ら
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

が
入
手
し
、
諸
断
片
の
ほ
う
は
、
考
古
学
的
発
掘
に
よ
っ
て
洞

窟
内
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
支
部
の
「
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、
Ｓ
・
Ｅ
・
マ
ロ

フ
の
ホ
ー
タ
ン
遠
征
（
一
九
〇
九
―
一
九
一
〇
年
）
に
よ
る
数
点
の

写
本
と
、
Ｎ
・
Ｎ
・
ク
ロ
ト
コ
フ
が
収
集
し
た
一
連
の
写
本
が

加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
多
く
は
仏
教
僧
院
の
蔵
書

の
一
部
で
あ
り
、
仏
教
教
義
を
述
べ
た
八
〇
種
以
上
に
わ
た
る

文
献
群
で
す
が
、
そ
の
多
く
が
写
本
で
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
経
典
へ
の
注
釈
、
正
典
外
の
書
物
、
仏
教
説
法
の
記
録
、

ま
た
祈
祷
や
儀
式
の
テ
キ
ス
ト
、
仏
教
儀
式
に
関
す
る
そ
の
他

の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
芸
術
作
品
が
最
初
に
入
っ
た
の
は
一

九
七
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
し
た
。
絹
や
紙
に
描
か
れ
た
七
一

点
の
作
品
は
、
修
復
と
展
示
の
た
め
、
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
館
に
は
、
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
ク
の
「
第
一
次
ロ
シ
ア
･
ト
ル
キ
ス
タ
ン
遠
征
」
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
芸
術
作
品
が
一
九
三
一
―
一
九
三
二
年
か

ら
置
か
れ
て
い
ま
す
。
判
別
が
難
し
い
状
態
の
聖
像
の
断
片
の

修
復
を
、
一
九
七
〇
―
一
九
八
〇
年
に
、
Ｍ
・
Ｌ
・
ル
ド
ワ
＝

プ
チ
ェ
リ
ナ
が
成
し
遂
げ
、
現
在
、
同
美
術
館
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
写
本
が
、
上
海
の
古
籍
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
全

部
で
一
七
巻
の
『
ロ
シ
ア
所
蔵
の
敦
煌
文
献
』
が
出
版
さ
れ
た
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の
で
す
（
27
）
。

東
洋
学
研
究
所
の
大
き
な
新
収
集
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
中
国
か
ら
ロ
シ
ア
へ
運
ば
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
な
中
国
の
写
本
が
、
一
九
三
五
年
に
ソ
連
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
極
東
支
部
か
ら
当
研
究
所
に
移
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
写
本
は
、
は
じ
め
国
立
極
東
大
学
の
図
書
館
に
入
り
、

そ
こ
か
ら
一
九
三
二
年
に
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
支
部
へ

移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
・
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
）
に
届
い
た
わ
け
で
す
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
中
国
画
集
の
多
く
の
巻
が
ノ
ヴ
ァ
（
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
）
蔵
書
に

入
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
特
別
な
価
値
が
あ
る
も
の
で
す
。
そ

の
中
に
は
、
仏
教
教
義
の
テ
ー
マ
の
物
語
や
絵
が
描
か
れ
た
色

彩
豊
か
な
一
八
世
紀
の
五
巻
本
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
28
）
。

ア
ジ
ア
の
諸
地
域
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
収
集
さ

れ
た
、
諸
言
語
で
の
仏
教
文
化
の
写
本
・
版
本
は
、
現
在
、
世

界
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
三
〇
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館
は
、
新

た
に
設
立
さ
れ
た
「
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
」

の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
所
は
、
活
動
の
基
本
方
針

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
職
員
と
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
所
蔵
古

写
本
の
出
版
」
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
以
来
、
五
〇
年
の
歳
月

の
中
で
、「
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド
支
部
」
つ
ま
り
現
在
の
「
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
」
の
研
究
者
グ
ル
ー

プ
の
努
力
に
よ
っ
て
、
所
蔵
写
本
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
と
い
う
課

題
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
克
服
さ
れ
た
の
で
す
。
所
蔵
写
本
の
完
全

な
カ
タ
ロ
グ
作
成
は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
お
よ
び
ア
ジ

ア
博
物
館
の
歴
史
全
体
を
通
じ
て
、
ず
っ
と
焦
眉
の
問
題
だ
っ

た
の
で
す
。
最
初
に
こ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
記
録
さ
れ
た
の
は
、

図
書
館
司
書
の
ヨ
ハ
ン
・
ダ
ニ
イ
ル
・
シ
ュ
マ
ヘ
ル
（
一
六
九
〇

―
一
七
六
一
）
と
の
約
定
書
（
一
七
二
四
年
）
で
す
。
彼
に
命
じ
ら

れ
た
の
が
、「
図
書
館
お
よ
び
博
物
館
を
管
理
す
る
こ
と
。
図
書

館
お
よ
び
博
物
館
を
秩
序
正
し
く
す
る
こ
と
。
図
書
館
で
は
書

籍
の
カ
タ
ロ
グ
を
、
そ
し
て
博
物
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
収
集
物

の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
す
る
こ
と
」

（
29
）
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
一
八
―
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
各

部
門
の
部
分
的
目
録
が
作
成
さ
れ
、
カ
タ
ロ
グ
で
内
容
を
紹
介

す
る
記
述
も
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
蔵
書
の
完
全
な
テ
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ー
マ
別
目
録
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
中
期
に
よ
う
や
く

包
括
的
に
構
想
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
構
想
に
従
い
、
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
所
蔵
写
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
つ

い
て
の
カ
タ
ロ
グ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
そ
の

出
版
事
業
が
ほ
ぼ
完
遂
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
版
本
や
写

本
文
献
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
大
な
意
義
を
も
つ
事
業
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
全
面
的
な
研
究
を
可
能
に
し
た
事

業
な
の
で
す
。

注（
１
）
Ｔ
・
Ｖ
・
ス
タ
ニ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館
（
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ
）。
モ
ス
ク
ワ
‐

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
一
九
五
三
年
、
七
頁

（
２
）
Ｍ
・
Ｉ
・
ラ
ド
フ
ス
キ
ー
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ア

カ
デ
ミ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
と
意
義
に
関
す
る
Ｇ
・

Ｆ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
七
〇
五
―
一
七
八
三
）
の
興
味
深
い
証
言

を
引
用
し
て
い
る
。
一
七
三
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
を
旅
行
し
た
際

に
Ｇ
・
Ｆ
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
ア
ジ
ア
協
会
総
裁

の
Ｇ
・
ス
ロ
ア
ン
に
よ
り
収
集
さ
れ
、
そ
の
後
大
英
博
物
館
の

基
礎
と
な
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
蔵
書
に
巡
り
合
っ
て
い
た
。

後
に
ミ
ュ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
そ
の
遺
言
の

中
で
、
自
身
の
至
宝
を
、
指
定
さ
れ
た
価
格
で
ロ
シ
ア
女
帝
が

優
先
的
に
入
手
で
き
る
よ
う
提
案
し
た
彼
（
ス
ロ
ア
ン
）
は
、

一
七
五
三
年
初
頭
に
老
齢
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
あ
る
い
は
、

こ
の
提
案
は
必
要
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
博

物
学
に
関
す
る
資
料
や
芸
術
作
品
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
す
で
に
一

杯
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
Ｍ
・
Ｉ
・
ラ
ド
フ
ス
キ
ー
、
一
七

三
二
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
中
国
か

ら
の
客
人
の
来
訪
・
東
洋
諸
国
に
お
け
る
科
学
と
技
術
の
歴
史

か
ら
、
論
文
集
、
Ⅱ
号
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
六
一
年
、
八
五
頁
）

（
３
）
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
歴
史
の
た
め
の
資
料
、
一
巻
（
一
七

一
六
―
一
七
三
〇
）、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
一
八
八
五

年
、
一
八
二
、
一
八
四
、
一
八
七
、
一
九
一
、
一
九
四
、
二
〇

八
頁

（
４
）（
Ｉ
・
Ｇ
・
バ
ク
メ
イ
ス
テ
ル
）、
帝
室
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
自
然
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
珍
品
と
歴
史
の
蔵
書
と
資
料
室
に

関
す
る
経
験
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
図
書
館
副
司
書
ヨ
ハ
ン
・

バ
ク
メ
イ
ス
テ
ル
に
よ
り
出
版
。
ロ
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
は
、
ワ

シ
ー
リ
ィ
・
コ
ス
テ
ィ
ゴ
フ
に
よ
る
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
海
軍
幼
年
学
校
の
印
刷
所
で
印
刷
。
一
七
七

九
年
、
八
七
頁

（
５
）
Ｌ
・
Ｓ
・
プ
チ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
、
序
論
、
東
洋
学
研
究
所
の
モ

ン
ゴ
ル
写
本
と
木
版
。
一
巻
、
モ
ス
ク
ワ
‐
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、

一
九
五
七
年
、
一
頁

（
６
）
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
支
部
の
東
洋
学
古
文
書
室
、
書
庫
一
五
二
、
目
録
二
、
九
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番
、
一
―
一
四
頁
・
裏
面

（
７
）
同
、
一
―
一
四
頁
・
表
面

（
８
）
Ｍ
・
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ
セ
、
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
博
物
館

中
国
蔵
書
に
関
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
客
員
会
員
ブ
ロ
ッ
セ
の
報

告
、
三
頁

（
９
）
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
支
部
の
東
洋
学
古
文
書
室
、
書
庫
五
六
、
目
録
一
、
一
一

二
番；

書
庫
五
六
、
目
録
一
、
一
一
五
番
、
一
―
一
八
頁
、
五

七
―
五
八
頁；

書
庫
五
六
、
目
録
一
、
一
三
一
番

（
10
）
Ｌ
・
Ｉ
・
チ
ュ
グ
エ
フ
ス
キ
ー
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
リ
ヴ
ォ
ヴ
ィ

チ
・
シ
リ
ン
グ
、
蔵
書
の
概
要
、
№
１
５
２
、
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
東

洋
学
古
文
書
室
。
Ｉ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ワ
に
よ
る
発
表
と
出
版
。
東

洋
の
古
文
書
。
№
１
（
四
）、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
九
頁

（
11
）C

atalog
u
e
d
es
L
iv
res
C
h
in
ois,
Jap
on
ais,
M
an
tch
ou
s,

M
on
g
ols,
T
ib
etain

s,
T
on
q
u
in
ois,
S
an
scrits

etc.
d
e
la

C
ollection

d
u
C
on
seiller

d

’E
tat

actu
el
B
aron

Schilling
de
C
anstadt

/

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
東
洋
学
古
文
書

室
、
書
庫
一
五
二
、
目
録
二
、
三
〇
番

（
12
）
Ｌ
・
Ｉ
・
チ
ュ
グ
エ
フ
ス
キ
ー
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
リ
ヴ
ォ
ヴ
ィ

チ
・
シ
リ
ン
グ
、
二
六
一
頁

（
13
）
Ｖ
・
Ｓ
・
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
フ
＝
デ
シ
ャ
ト
フ
ス
キ
ー
、
ソ
連
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
の
イ
ン
ド
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
／
　
Ｔ
・
Ｋ
・
ポ
ソ
ワ
、
Ｋ
・
Ｌ
・
チ
ジ
コ
ワ
、
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
の
イ
ン
ド
写
本
の
小
カ
タ
ロ

グ
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
九
九
、
九
頁

（
14
）
Ｄ
・
Ｉ
・
チ
ー
ホ
ノ
フ
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
至
宝
と
そ
の
収
集

家
た
ち
。（
歴
史
概
論
）
／
　
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
集
。

Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ
。
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
文
化
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
一
九

七
三
年
、
一
三
頁

（
15
）
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ジ
ア
博
物
館
案
内
小
冊
子
、
ペ

ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
一
九
二
〇
年
、
八
八
頁

（
16
）
同
、
五
四
頁

（
17
）
同
、
七
二
頁

（
18
）
Ｄ
・
バ
ン
ザ
ロ
フ
が
作
成
し
た
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア

博
物
館
所
蔵
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
書
籍
と
写
本
の
カ
タ
ロ
グ
。

（L
u
le
31
m
ars
1848

）
／
　
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
東
洋
学
古
文
書

室
、
書
庫
一
五
二
、
目
録
二
、
一
〇
番
、
一
七
頁
・
裏
面
―
一

八
頁
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
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（
19
）
Ｌ
・
Ｎ
・
メ
ン
シ
コ
フ
、
Ｌ
・
Ｉ
・
チ
ュ
グ
エ
フ
ス
キ
ー
、
中

国
学
、
／
　
ア
ジ
ア
博
物
館
―
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学

研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
、
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
七
二
年
、

八
三
頁

（
20
）
Ｌ
・
Ｉ
・
プ
チ
コ
フ
ス
キ
ー
、
序
論
、
一
頁

（
21
）
Ｍ
・
Ｉ
・
ヴ
ォ
ロ
ビ
ョ
ワ
＝
デ
シ
ャ
ト
フ
ス
カ
ヤ
、
ロ
シ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部

の
東
洋
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
／
　
東
洋
の
古
文
書
。
№
１

（
四
）、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
九
頁

（
22
）
Ｖ
・
Ａ
・
ボ
ゴ
ス
ロ
フ
ス
キ
ー
、
チ
ベ
ッ
ト
の
写
本
と
木

版
、
／
　
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
大
の
図
書
館
の
東
洋
蔵
書
、
モ
ス

ク
ワ
、
一
九
六
三
年
、
五
七
頁

（
23
）
Ｎ
・
Ｉ
・
ペ
ト
ロ
フ
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
東

洋
学
者
た
ち
と
旅
行
家
・
地
理
学
者
た
ち
の
学
術
関
係
　
／

東
洋
の
国
と
民
族
、
Ⅰ
号
、
一
九
五
九
年
、
二
六
〇
頁

（
24
）
Ｚ
・
Ｉ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
ワ
、
タ
ン
グ
ー
ト
の
写
本
と
木
版
、
／

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
大
の
図
書
館
の
東
洋
蔵
書
、
モ
ス
ク
ワ
、
一

九
六
三
年
、
五
一
―
五
二
頁

（
25
）
Ｌ
・
Ｎ
・
メ
ン
シ
コ
フ
、
カ
ラ
ホ
ト
出
土
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
国
部
門
の
目
録
（
Ｐ
・
Ｋ
・
コ
ズ
ロ
フ
蔵
書
）、
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
八
四
年
、
九
頁

（
26
）
同
、
一
七
頁

（
27
）
俄
藏
敦
煌
文
獻
、
上
海
、
一
―
一
七
巻
、
一
九
九
二
―
二
〇
〇

一
年

（
28
）
Ａ
・
Ｖ
・
マ
ラ
ク
エ
フ
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
支
部
図

書
館
の
中
国
写
本
の
カ
タ
ロ
グ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
一
九

三
二
年
、
一
―
三
頁

（
29
）
同
、
一
四
頁
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（
Ｉ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ワ
／
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
所
長
）

（
さ
と
う
　
ゆ
う
こ
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
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